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１．発表者 

 

発表番号 お住まい 発表主旨、配付資料 

１ 雲南市木次町 Ｐ２ 

２ 松江市内中原町 Ｐ３ 

３ 松江市東朝日町 Ｐ８ 

４ 松江市末次本町 Ｐ９ 

５ 松江市和多見町 Ｐ１３ 

６ 松江市西津田 Ｐ１７ 

７ 

（欠席） 

松江市学園南 Ｐ１８ 

 

 

２．発表主旨・配付資料 

    各発表者の発表主旨および配付資料を次ページ以降に添付 
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発表者１ 

私は尾原ダム直下流にて(約 500m)生活していますが、尾原ダム建設による水没地域住民の

移転等により過疎化にさらに拍車がかかりました。 

しかしながら尾原ダム建設による条件でインフラ整備はとても進んでいます。この地域の

よさを見直し、又実感し何とか活性化につなげようと努力をしておりますが、なかなか特

効薬が見つかりません・・・。そこでこの機会に流域住民の方たちと上下流交流を深め斐

伊川治水の意義を再確認しあい尾原ダム周辺地域の活性化に多少なりとも役立ちたいと思

っています。
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発表者２ 
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発表者３ 

 

◆水害の体験と治水対策の早期実施 
朝日町は一人暮らしの人が非常に多く、平成１８年の水害では床上浸水の人の

畳を上げて歩いた。二度とあのような思いはしたくない。 
昭和４７年にはさらに大きな被害をこうむっており、一刻も早い治水対策望む。 
◆安全な交通網 
朝日地区は、大橋川と天神川に挟まれており、大きな災害が起こり、もし南北

を結ぶ橋が落ちた場合、病院も救急車も無い地区である。 
 松江大橋や新大橋を架け替える場合、地震などの災害に強い橋を考えて欲し

い。 

 8



 

 

発表者４ 

平成 9 年に変わった新河川法を理解し河川法を守った、河川整備計画になるようにしても

らいたい。 

新河川法にある環境や景観も大切にした、住民の意見を尊重した、河川整備計画になるよ

うにしてもらいたい。 

1000 人以上の方の意見を代表して河川整備計画に意見を述べたい。 
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発表者５ 
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発表者６ 



発表者７ 

「大橋川改修事業の早期実現」 
 

私が住んで居ります、追子団地は「くにびきメッセ」の東側に位置します。 

南に剣先川があり、堤防道路の法面は「むき出しの土」であり漁船がたてる波から葦がか

ろうじて守っている状態で、地盤が低く水害を受けやすい地区であります。 

 昭和４７年の大水害は、床上３０センチの被害を受け、出雲部で大雨の注意報・警報が

発表されるたび剣先川の水位を確認しなければ安心して生活をすることができない所です。 

 H１８年一昨年の水害の際は、１１世帯が床下浸水の被害を受け、道路は冠水し、高齢者

は歩行して避難することは出来ませんし、車の通行も不能でした。土のうを作る土も袋も

無く、水は容赦なく堤防道路を越えて流れ込みました。 

 私も職業がら４０数年間、島根県下の各災害現場に先遣し、我が身を省みる余裕もなく

濁流に孤立した人、二次災害の虞を前に被災者の救出・救助活動、また生き埋めになられ

た行方不明者の捜索、被災家屋の物品の搬出に携わってきた体験があります。 

 天災は、時・所・規模を選ばず突然襲ってきます。 

 防げる天災は未然に防ぐ、これがまさに斐伊川水系の抜本的な治水工事でありましょう。 

 川上ではダム建設、川中では放水路建設、川下では矢田地区の移転と、地域の皆さんが

物心両面の多大な犠牲を伴ったご協力によって工事が進められてきています。 

 これも松江市民の生命と財産を守るためにとのことからです。この方々の貴い犠牲と協

力に感謝の気持ちで一杯であります。 

 しかるに「ダムが出来、放水路が出来れば、松江は大丈夫だ。大橋川改修は不要。」と詭

弁を弄する輩がいます。 

 観光客誘致も大切、景観、美観も大切でありましょう。 

 しかし今の松江は、ビルやマンションが容赦なく建設されております。 

 一番大切なことは、そこに住む人が安全で安心な生活が営める所であります。 

 松江市は、県庁所在地として全国でも唯一原子力発電所があり、一朝有事の際には、老

朽化した橋は落橋し、老若男女は大橋川を泳いで避難すればいいのでしょうか。この機会

に堅牢で美しい橋に架け替えて頂きたいものとお願いするものです。 

 また、少子高齢化・過疎化が進行する現状では、生活困窮者・年金生活者にとって水害

により被害を受ければ生活が破壊します。 

 この国の発展に努力された高齢者に後顧の憂いなく、安全で安心な生活が出来るよう、

更には次世代がこのふるさとに帰り家族と幸せな生活を営み、地域社会を通してこの「美

しい国日本」の発展に寄与できるよう乞い願うものであります。 

 行政当局におかれましては難問山積の中、崇高な使命感と絶大な自信を持って、この事

業を協力に推進されますよう切にお願い申し上げます。  

 

【追加】 

 大橋川の中でも水害の危険度の高い追子団地から、大橋川改修のモデル事業として早急

に着手いただきたいと考えている。 

 18


